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例
年
に
な
く
暑
い
日
が
続
い
た
８
月
で

し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ

う
か
。 

 

 
 

                  

                                

                                

               

 

               

 
下
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

白

寿

会

だ

よ

り 

2022年 9月 

下大利白寿会 

 広 報 班 

 

 

 

 ２月２月２月のの 

９ 月 の 古 紙 回 収 

９ 月  ２３日（祭） １０時～ 

 23日は祭日 秋分の日 ですが、 

古紙回収は通常通り行います。 

   

 おかげさまで、最近は回収する古紙の

量が増えています。 

９月６日（火）誕生会 

上記の記事の通りに動きま

す。 

参加の皆さん、お忘れな

いよう、気を付けてご参加

ください。 

出欠について、変更があ

る方は、申し出てください。 

 

９
月
の
誕
生
会
は
、
以
前
に
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
、『
大
野
城
市
心
の
ふ
る

さ
と
館
』
へ
出
か
け
ま
す
。 

 

下
大
利
公
民
館
が
改
装
中
で
使
用
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
白
寿
会
古
賀
会
長
の
発

案
と
手
配
に
よ
り
、
今
回
の
誕
生
会
が
実

現
し
ま
し
た
。
新
た
な
経
験
や
楽
し
み
が

増
え
る
と
良
い
で
す
ね
。 

今
回
こ
の
誕
生
会
へ
の
参
加
は
、
８
月

は
じ
め
に
申
し
込
み
を
受
け
て
、
現
在
30

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

参
加
の
方
は
、
予
定
表
を
十
分
確
認
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、
参
加
を
申
し
込
ん
だ
が
都
合
が
悪

く
な
っ
た
方
、
欠
席
と
返
事
し
た
が
や
っ

ぱ
り
参
加
し
た
い
方
、
大
急
ぎ
で
、
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。 

  
 

 

 
 
 

  
 

。 

   

白
寿
会 

各
サ
ー
ク
ル
へ
活
動
補
助
金 

 

白
寿
会
の
中
で
活
動
し
て
い
る
、
５
つ
の

サ
ー
ク
ル
、 

 

五
目
お
手 

芙
蓉
俳
句
会 

大
笑
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会 

ひ
ょ
っ
と
こ
愛
好
会 

に
対
し
て
、
白
寿
会
か
ら
、
規
定
に
基
づ
い

て
、
活
動
補
助
金
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

十
分
な
額
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
展
、
向
上
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。 

 

９
月
の
誕
生
会
は 

外
へ
出
か
け
ま
す 

白
寿
会
の
歴
史
上 

初
め
て
の
試
み 

 

９
月
６
日
（
火
） 

大
野
城
市
心
の
ふ
る
さ
と
館
を
訪
ね
ま
す 

御
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

石 
橋 

ケ 

イ 

子 

様 

八
月
に 

ご
夫
婦
揃
っ
て
米
寿
を
迎
え
ら
れ 

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。 

白
寿
会
の
規
約
に
よ
り 
９
月
誕
生
会
の
席
で  

お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
す
。 

 

９月６日 誕生会 日 程  
 

９時50分 ファミリーマート 

下大利店駐車場集合 

10 時 15 分 大野城市心のふるさ

と館 着 

10時30分～12時 

   赤司館長の講演を聞く 

   演題「大宰府について」 

12時～13時 

   白寿会誕生会行事と 

       ふるさと館見学 

13時～14時 

   大野城市役所食堂にて食事 

14時10分 

   マイクロバス、自家用車に 

て 市役所発、下大利へ帰る 

 

10
月
の
つ
ど
い 

に
つ
い
て 

 

10
月
の
つ
ど
い
は
、
大
野
城
市
牛
頸
に

あ
る
施
設
、「
大
野
城
市
い
こ
い
の
里
」
で
行

う
計
画
で
、
準
備
中
で
す
。 

 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。 

 

毎
年
10
月
に
講
演
を
い
た
だ
い
て
い
る

肥
後
氏
の
健
康
講
話
を
聞
く
予
定
で
す
。 

入
浴
、
カ
ラ
オ
ケ
も
で
き
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

１０月 つどい 予告 

１０月５日（水）１０時～ 

 場所は いこいの郷 

 バスで 移動 

 肥後氏の 健康講座 

この日、他の予定を入れないで！ 

詳細については後日連絡 
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次
の
文
字
を
読
ん
で
み
て 

安
芸
ノ
加
賀
周
防
ト
駿
河
美
濃
尾
張 

 

古
い
国
名
が
、無
駄
な
く
連
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
て
、
ど
ん
な
意
味
が
読
み
取
れ
る
で

し
ょ
う
か
。 

 
 

                

小
説
「
屁
学
入
門
」
の
主
人
公 

先
月
の
本
紙
に
あ
っ
た
、
屁
の
話
で 

思
い
出
し
た
話
を
一
つ
。 

 

突
然
で
す
が
、
作
家
の
藤
本
義
一
を
、
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
昔
、
深
夜
テ
レ
ビ

11

PM
に
よ
く
登
場
し
て
い
た
、
あ
の
作
家

の
お
じ
さ
ん
で
す
。 

彼
の
作
品
に
『
屁
学
（
ひ
が
く
）
入
門
』
と

い
う
短
編
小
説
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
あ
ら
す
じ
は
・
・
・ 

丸
い
顔
の
な
か
に
、
団
子
鼻
と
ぶ
厚
い

唇
、
丸
眼
鏡
、
ヨ
レ
ヨ
レ
の
背
広
を
着
た
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
さ
え
な
い
中
年
の
女
子

高
教
師
。
だ
が
、
ひ
と
た
び
家
に
帰
る
と
、

生
き
生
き
と
し
て
別
人
の
よ
う
に
変
わ

る
・
・
・
彼
が
猛
烈
に
打
ち
込
ん
で
い
る
の

は
“
屁
学
”
つ
ま
り
、
オ
ナ
ラ
の
研
究
。
最

大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
良
き
助
手
を
務

め
る
彼
の
女
房
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
屁
の

採
集
に
協
力
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
好
の

士
と
「
屁
学
」
な
る
会
報
ま
で
発
行
し
て
い

た
。 そ

ん
な
あ
る
日
、ど
こ
で
聞
き
つ
け
た
の

か
、大
阪
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
夫
婦
に
出
演
の

話
が
舞
い
こ
ん
で
き
た
・
・
・
。
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
人
生
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、お

か
し
な
夫
婦
を
描
い
た
お
は
な
し
。 

 

私
は
、
昭
和
50
年
ご
ろ
、
当
時
あ
っ
た

週
刊
小
説
誌
で
発
表
さ
れ
た
こ
の『
屁
学
入

門
』
を
、
本
屋
の
店
先
で
偶
然
に
見
つ
け
、

読
み
ま
し
た
。そ
し
て
す
ぐ
に
確
信
し
ま
し

た
。こ
の
主
人
公
の
教
師
は
、Ｈ
市
Ｋ
高
校
、

３
年
６
組
、私
の
担
任
の
Ｆ
先
生
に
違
い
な

い
と
。
化
学
の
先
生
で
し
た
。
高
校
を
卒
業

し
て
約
10
年
経
っ
て
、
小
説
の
中
で
先
生

に
偶
然
出
会
っ
た
の
で
し
た
。 

小
説
で
は
女
子
高
の
教
師
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
私
の
Ｋ
高
校
は
公
立
で
男
女
共

学
。
３
年
６
組
は
男
子
ば
か
り
で
し
た
が
。 

普
段
ま
じ
め
な
Ｆ
先
生
は
、３
年
生
の
最

後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
、
突
然
、
先

生
の
屁
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
、熱
心
に

語
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

小
説
「
屁
学
入
門
」
で
は
、
や
や
面
白
く

誇
張
さ
れ
た
部
分
も
あ
り
、テ
レ
ビ
出
演
は

私
が
卒
業
し
て
後
の
よ
う
で
す
が
、間
違
い

無
く
、
Ｆ
先
生
が
小
説
の
モ
デ
ル
で
す
。 

『
屁
学
入
門
』
は
、
文
庫
本
と
な
っ
て
手

元
に
あ
り
ま
す
。
Ｆ
先
生
は
残
念
な
こ
と

に
、
早
く
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田 

順
一
） 

 

五
目
お
手
玉 

日
程
変
更 

 

９
月
か
ら
、
開
催
す
る
曜
日
が
変
わ
り
ま

す
。
個
別
に
連
絡
が
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

第
２
・
４
水
曜
日 

13

時30

分
～ 

 
 
 
 
 
 

 

第
２
・
４
火
曜
日 

13

時30

分
～ 
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28
日
当
日
は
、
下
大
利
で
セ
レ
モ
ニ
ー

が
あ
っ
た
り
、
無
料
乗
車
の
振
る
舞
い
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
も
う
走
り
ま
し
た
か
、
高

架
の
上
を
。 

 

高
架
化
の
話
が
出
た
の
は
、
20
年
ぐ
ら

い
前
で
し
た
か
ね
。
私
が
生
き
て
い
る
う
ち

に
完
成
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
ん
、
と
い
う

話
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
年
代
の
間
で
、
よ
く
聞

か
れ
た
も
の
で
す
。 

 

福
岡
駅―

久
留
米
間
に
鉄
道
が
で
き
た

の
が1924

（
大
13
）
年
、1939
（
昭14

）

年
大
牟
田
ま
で
開
通
。
熊
本
ま
で
延
伸
を
図

っ
た
が
、
計
画
は
頓
挫
。 

 
1842

（
昭
17
）
年
、
福
岡
の
鉄
道
会
社
５

社
が
合
併
、
西
日
本
鉄
道
会
社
が
発
足
。 

 
1998

（
平
10
）
年
、
西
鉄
福
岡
駅
ビ
ル
完

成 

 

天
神
大
牟
田
線
は
、
つ
い
最
近
ま
で
大
牟

田
線
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
も
っ
と
昔
は
、
急

行
電
車
と
い
え
ば
大
牟
田
線
の
こ
と
だ
っ

た
の
も
、
懐
か
し
い
話
。 

 

西
鉄 

天
神
大
牟
田
線  

線
路
高
架
化 

完
成 

開
通 

 

８
月
28
日
、
雑
餉
隈―

下
大
利
間
５
・
２

㎞
、
総
事
業
費1074

億
円
、
の
高
架
化
が

完
成
し
、
電
車
が
高
架
の
上
を
走
り
出
し
ま

し
た
。 

 

駅
舎
の
新
設
完
成
も
あ
り
、
下
大
利
駅
は

見
違
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

周
辺
施
設
も
整
備
さ
れ
る
と
、
一
層
便
利
に

き
れ
い
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。 

高
架
に
な
っ
た
こ
と
で
、
19
の
踏
切
が

な
く
な
っ
た
そ
う
で
、
周
辺
の
交
通
状
況
は

ず
っ
と
良
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

秋
の
蚊
が  

吸
お
う
と
す
る
が  身

の
終
わ
り 

ま
さ
に
、
時
節
で
す
ね
。 

 

 

夏
休
み 

ラ
ジ
オ
体
操 

元
気
に 

 
小
学
校
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
て
、
初
め
と

終
わ
り
の
そ
れ
ぞ
れ
５
日
間
、
ラ
ジ
オ
体
操

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
か
ら
下
大
利
区
の
行
事
と
し
て
取

り
組
み
、
子
供
会
と
白
寿
会
が
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。 

 

下
大
利
区
内
２
か
所
で
、
朝
７
時
か
ら
。

ど
ち
ら
の
会
場
に
も
、
子
供
15
～
30
名
、

白
寿
会
か
ら
５
～
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
参
加
を
控

え
た
方
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ラ
ジ
オ
体
操
が
、
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
作

り
に
役
立
っ
て
い
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。 

 

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 


